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1 次の問に答えなさい.

(1)

∣∣∣∣∣
1 4

−2 2− x

∣∣∣∣∣ = 0 を満たす x を求めなさい.

(2)

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

1 0 2 −1

0 0 1 0

1 1 −1 2

3 2 1 1

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

の値を求めなさい.

(3) 行列 A =

⎛

⎜⎝
2 1 −3

1 1 −1

3 2 1

⎞

⎟⎠ の逆行列 A−1 は

1

⎛

⎜⎜⎜⎜⎜⎝

3

−4 −1

−1 1

⎞

⎟⎟⎟⎟⎟⎠
である.

各空欄にあてはまる値を求めなさい.

2 次の (1)～(4)の各図は, 平面における 1次変換によって
(0) の図を変換した像である. 各 1次変換の名称を（ア）
～（カ）の中から, 1次変換を表す行列を（あ）～（か）
の中からそれぞれ選び, 図右の解答欄に書きなさい.

(0)

解答欄
(1)

名称　　　　　

行列　　　　　

(2)

名称　　　　　

行列　　　　　

(3)

名称　　　　　

行列　　　　　

(4)

名称　　　　　

行列　　　　　

選択肢：名称
（ア）回転　　　　（イ）せん断　　　（ウ）恒等変換
（エ）平行移動　　（オ）相似変換　　（カ）対称移動

選択肢：行列

（あ）
(

0 −1

1 0

)
（い）

(
1 0

0 1

)
（う）

(
− 4

3 0

0 − 4
3

)

（え）
(

1 −1

0 1

)
（お）

(
−1 0

0 1

)
（か）

(
4
3 0

0 4
3

)
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3 行列 A =

(
1 3

2 −1

)
によって表される 1次変換を f

とする. 次の問に答えなさい.

(1) f による点 P(3, 2) の像の座標を求めなさい.

(2) f による点 Qの像が 点 P(3, 2) であるとする. この
とき, 点 Qの座標を求めなさい.

4 行列

⎛

⎜⎝
1

1

⎞

⎟⎠ が定める 1次変換によって

点 (1, 2) は点 (5,−1) に移る. 空欄にあてはまる値を求
めなさい.

5 1次変換 f によって, 点 (1, 1) は点 (1,−2) に移り, 点
(1,−1) は点 (3, 1) に移るとする. このとき, f を表す行
列を求めなさい.

6 xy-平面内の方程式 2x− y = 4 で表される直線を ℓ とす
る. 次の行列によって表される 1次変換によって, ℓ がど
のような図形に移るか詳細に述べなさい.

(1)

(
1 2

3 2

)

(2)

(
2 −1

−4 2

)
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